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当連結会計年度におけるわが国の経済は、東日本大震災の復興需要と政
権交代による期待感から円安・株高が進むなど平成24年度末から景況感に
ようやく明るい兆しが見え始めました。しかしながら長引く欧州債務危機
等による世界経済の減速やデフレの長期化により国内景気は概して厳しい
状況が続きました。
当社グループの属する健康関連業界も、健康意識の高まりは持続してい
るものの、消費者の生活防衛意識による価格選好意識の高まりや業界内の更なる競合激化により、当社
グループを取り巻く環境は引き続き厳しい状況下にあります。
このような状況のなか、当社グループとしては、創業120周年を迎えるにあたり「伝統に縛られず、伝
統を活かす」を理念に「伝統と技術と人材力を価値にする」をビジョンとして期初から積極的な諸施策・
諸活動を展開してまいりました。
当連結会計年度はヘルスケア事業ならびにカプセル受託事業とも売上高については好調に推移し、ロー
ト製薬株式会社との共同販売会社であった株式会社メディケアシステムズを解散したことに伴い、昨年
７月より国内小売店向ビジネスを当社独自の販売ルートで再スタートしたこともあり、売上高は9,686百
万円（前年同期比13.1%増）と前年同期と比べ1,123百万円増収となりました。
利益面においては、効果的なプロモーション活動など費用の効率化を図りましたが、国内小売店向ビジ
ネスの再スタートなどによる人件費増や新商品・新技術開発等の研究開発費負担が増加し、営業利益は
275百万円と前年同期と比べ４百万円減益となりました。
また、営業外収入として当社の研究・技術開発に対する様々な公的機関からの補助金収入があり、経常
利益は412百万円（前年同期比13.3％増）と前年同期と比べ48百万円増益となりました。
さらには特別損益を入れた税金等調整前当期純利益は402百万円（前年同期比20.3%増）と前年同期と
比べ67百万円増益となりました。なお、前連結会計年度は税率変更による法人税等調整額の影響が大き
かったことの反動で、当連結会計年度の当期純利益は381百万円と前年同期と比べ32百万円減益となりま
した。

事業の概況

株主の皆様には平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。
ここに、当社グループの第76期（平成24年４月１日から平成25年３月
31日まで）の事業の概況をご報告申し上げます。よろしくご高覧賜り、
今後ともより一層のご支援、ご協力を賜りますよう、お願い申し上げます。

ごあいさつ

代表取締役社長
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売上高（連結）	 （単位：百万円）
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セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。
①ヘルスケア事業
�　当セグメントにおきましては、主力商品「ビフィーナ」の売上高は3,193百万円と前年同期比20%増
と好調に推移いたしました。また、国内小売店向ビジネスでは前期より注力しているOTC医薬品や医
療機器が好調に推移しており、120周年を機にリニューアル販売を開始した「梅仁丹120」等仁丹類も
増収に貢献し、ヘルスケア事業の売上高は7,048百万円と前年同期と比べ868百万円増収となりました。
�　損益面では、好調な「ビフィーナ」の販売が貢献し、当期のセグメント利益は232百万円と前年同期
と比べ94百万円増益となりました。

②カプセル受託事業
�　当セグメントにおきましては、医薬品分野の自社製品「ソルミラン」やフレーバーカプセル受託が引
き続き好調に推移し、売上高は2,576百万円と前年同期と比べ254百万円増収となりました。
�　損益面では、為替相場や大規模改修工事期間中の生産効率ダウンが影響し、当期のセグメント利益は
45百万円と前年同期と比べ120百万円の減益となりました。

③その他
�　当セグメントにおきましては、売上高は62百万円と前年同期と比べ１百万円の増収となりました。
�　損益面では、当期のセグメント損失は２百万円と前年同期と比べ21百万円増益となりました。
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期　別
科　目

当連結会計年度
（平成25年３月31日現在）

前連結会計年度
（平成24年３月31日現在）

（資 産 の 部）
Ⅰ 流 動 資 産 4,102 4,133

現 金 及 び 預 金 902 1,858
受 取 手 形 及 び 売 掛 金 1,370 1,005
商 品 及 び 製 品 816 539
仕 掛 品 353 300
原 材 料 及 び 貯 蔵 品 313 255
繰 延 税 金 資 産 69 65
そ の 他 286 116
貸 倒 引 当 金 △� 8 △� 8

Ⅱ 固 定 資 産 8,764 7,776
⑴有 形 固 定 資 産 7,205 6,405
建 物 及 び 構 築 物 2,352 2,499
機 械 装 置 及 び 運 搬 具 993 887
土 地 2,220 2,025
建 設 仮 勘 定 1,317 651
そ の 他 320 341
⑵無 形 固 定 資 産 196 178
⑶投 資 そ の 他 の 資 産 1,362 1,191
投 資 有 価 証 券 1,197 1,020
そ の 他 172 178
貸 倒 引 当 金 △� 7 △� 7
資 産 合 計 12,867 11,909
（負 債 の 部）

Ⅰ 流 動 負 債 2,496 2,671
支 払 手 形 及 び 買 掛 金 1,163 948
１ 年 内 返 済 予 定 の 長 期 借 入 金 270 150
返 品 調 整 引 当 金 25 17
そ の 他 1,037 1,555

Ⅱ 固 定 負 債 2,325 1,556
長 期 借 入 金 1,462 700
そ の 他 863 856
負 債 合 計 4,821 4,227
（純 資 産 の 部）

Ⅰ 株 主 資 本 7,917 7,689
⑴資 本 金 3,537 3,537
⑵資 本 剰 余 金 963 963
⑶利 益 剰 余 金 3,550 3,321
⑷自 己 株 式 △	 134 △	 133

Ⅱ そ の 他 の 包 括 利 益 累 計 額 128 △	 7
そ の 他 有 価 証 券 評 価 差 額 金 128 △	 7
純 資 産 合 計 8,045 7,681
負 債 ・ 純 資 産 合 計 12,867 11,909

連結貸借対照表

（単位：百万円）
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連結損益計算書

期　別

科　目

当連結会計年度
平成24年４月１日から
平成25年３月31日まで

前連結会計年度
平成23年４月１日から
平成24年３月31日まで

Ⅰ 売 上 高 9,686 8,563
Ⅱ 売 上 原 価 4,421 3,884
売 上 総 利 益 5,265 4,679

Ⅲ 販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 4,989 4,399
営 	 業 	 利 	 益	 275 279

Ⅳ 営 業 外 収 益 164 109
Ⅴ 営 業 外 費 用 26 25
経 	 常 	 利 	 益	 412 364

Ⅵ 特 別 利 益 20 28
Ⅶ 特 別 損 失 30 58
税 金 等 調 整 前 当 期 純 利 益 402 334
法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税 32 19
法 人 税 等 調 整 額 △	 11 △	 98
少 数 株 主 損 益 調 整 前 当 期 純 利 益 381 413
当 期 純 利 益 381 413

（単位：百万円）

（ ） （ ）

�

株　主　資　本 その他の包括利益累計額

純資産合計資　本　金 資本剰余金 利益剰余金 自 己 株 式 株 主 資 本
合　　　計

そ　の　他
有 価 証 券
評価差額金

そ の 他 の
包 括 利 益
累計額合計

平成24年4月1日残高 3,537 963 3,321 △� 133 7,689 △� 7 △� 7 7,681
連結会計年度中の変動額
剰余金の配当 △� 152 △� 152 △� 152
当期純利益 381 381 381
自己株式の取得 △� 0 △� 0 △� 0
株 主 資 本 以 外 の 項 目 の
連結会計年度中の変動額（純額） 136 136 136

連結会計年度中の変動額合計 228 △� 0 227 136 136 363
平成25年3月31日残高 3,537 963 3,550 △� 134 7,917 128 128 8,045

（単位：百万円）
当連結会計年度（平成24年₄月₁日から平成25年₃月31日まで）

連結株主資本等変動計算書
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貸借対照表

（単位：百万円）
期　別

科　目
当　　　期

（平成25年３月31日現在）
前　　　期

（平成24年３月31日現在）
（資 産 の 部）

Ⅰ 流 動 資 産 4,028 3,995
現 金 及 び 預 金 813 1,724
受 取 手 形 及 び 売 掛 金 1,376 1,004
商 品 及 び 製 品 813 535
仕 掛 品 353 300
原 材 料 及 び 貯 蔵 品 311 253
そ の 他 368 184
貸 倒 引 当 金 △� 8 △� 8

Ⅱ 固 定 資 産 8,848 7,860
⑴有 形 固 定 資 産 7,204 6,404
建 物 及 び 構 築 物 2,352 2,499
機 械 及 び 装 置 991 884
土 地 2,220 2,025
建 設 仮 勘 定 1,317 651
そ の 他 321 343
⑵無 形 固 定 資 産 193 177
⑶投 資 そ の 他 の 資 産 1,449 1,278
投 資 有 価 証 券 1,193 1,016
そ の 他 263 268
貸 倒 引 当 金 △� 7 △� 7
資 産 合 計 12,876 11,855
（負 債 の 部）

Ⅰ 流 動 負 債 2,523 2,630
支 払 手 形 及 び 買 掛 金 1,163 948
１ 年 内 返 済 予 定 の 長 期 借 入 金 270 150
返 品 調 整 引 当 金 25 17
そ の 他 1,064 1,515

Ⅱ 固 定 負 債 2,325 1,556
長 期 借 入 金 1,462 700
そ の 他 863 856
負 債 合 計 4,849 4,187
（純 資 産 の 部）

Ⅰ 株 主 資 本 7,899 7,676
⑴資 本 金 3,537 3,537
⑵資 本 剰 余 金 963 963
資 本 準 備 金 963 963

⑶利 益 剰 余 金 3,532 3,308
そ の 他 利 益 剰 余 金 3,532 3,308
固 定 資 産 圧 縮 積 立 金 865 880
繰 越 利 益 剰 余 金 2,666 2,428

⑷自 己 株 式 △	 134 △	 133
Ⅱ 評 価 ・ 換 算 差 額 等 128 △	 7

そ の 他 有 価 証 券 評 価 差 額 金 128 △	 7
純 資 産 合 計 8,027 7,668
負 債 ・ 純 資 産 合 計 12,876 11,855
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損益計算書

期　別

科　目

当　　　期
平成24年４月１日から
平成25年３月31日まで

前　　　期
平成23年４月１日から
平成24年３月31日まで

Ⅰ 売 上 高 9,473 8,461
Ⅱ 売 上 原 価 4,432 3,885
売 上 総 利 益 5,040 4,576

Ⅲ 販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 4,790 4,300
営 	 業 	 利 	 益	 250 276

Ⅳ 営 業 外 収 益 179 114
Ⅴ 営 業 外 費 用 26 25
経 	 常 	 利 	 益	 402 365

Ⅵ 特 別 利 益 20 28
Ⅶ 特 別 損 失 30 57
税 引 前 当 期 純 利 益 391 336
法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税 28 12
法 人 税 等 調 整 額 △	 13 △	 96
当 期 純 利 益 376 420

（単位：百万円）

（ ） （ ）

株主資本等変動計算書

株　主　資　本 評価・換算差額等

純資産合計資 本 金
資本剰余金 利益剰余金

自己株式 株主資本
合　　計

そ の 他
有価証券
評価差額金

評価・換算
差額等合計資本準備金 固定資産

圧縮積立金
繰越利益
剰余金

平成24年4月1日残高 3,537 963 880 2,428 △�133 7,676 △� 7 △� 7 7,668
事業年度中の変動額
剰余金の配当 △�152 △�152 △�152
固定資産圧縮積立金の取崩 △� 14 � 14 ─ ─
当期純利益 376 376 376
自己株式の取得 △� 0 △� 0 △� 0
株主資本以外の項目の�
事業年度中の変動額（純額） ─ 136 136 136

事業年度中の変動額合計 ─ ─ △� 14 238 △� 0 222 136 136 358
平成25年3月31日残高 3,537 963 865 2,666 △�134 7,899 128 128 8,027

当期（平成24年₄月₁日から平成25年₃月31日まで）
（単位：百万円）
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トピックス

《新製品のご紹介》

患部の熱対策には、「クールショット®」で患部を冷却！

患部の炎症・痛みの症状が続く場合は、「パンパス軟膏」で治療！

≪「クールショット®」商品特徴≫

■�有効成分「グリチルリチン酸ジカリウム」と、
清涼成分「ℓ-メントール」、うるおい成分「モ
モ葉エキス」「カモミラ」「ヒアルロン酸」配合。
日やけ後のほてりを防ぎ、肌を保護します。
■使いやすいハンディスプレータイプ。

≪「デンタルクリーム」商品特徴≫

■鎮痛成分（局所麻酔剤）配合
　�ジブカイン塩酸塩とアミノ安息香酸エ
チルの2種類の局所麻酔成分が痛みの
ある歯痛、歯槽膿漏を鎮めます。
■殺菌成分配合
　�塩化セチルピリジニウムとℓ-メントー
ルが患部を殺菌し、化膿を防ぎます。
■�患部に直接塗って作用する軟膏タイプ
　�軟膏タイプなので、歯と歯ぐきにとど
まりやすい。

　本商品は、機能性素材としてブルーベリーエキス、
ルテインに加え、アスタキサンチン、β-カロテンの4
つの成分を配合し、クリアな毎日をサポートするサプ
リメントです。また、店頭で目立つユニークなネーミ
ングと独創的なパッケージにもこだわりました。さら
に、お求めやすい価格（980円/税込）でご提供します。

≪「パンパス軟膏」商品特徴≫

■�抗炎症、殺菌・消毒、角質軟化、血行促進な
どの作用をもつ5つの有効成分を配合。炎症
をおこした「日やけ」「やけど」によるヒリヒ
リ痛む肌や赤み、カサツキを治療します。
■�患部にしっかり塗れる刺激が少ない軟膏タイプ。
■非ステロイドでお子様、女性の肌にも。

日やけ後のトータルケアを新提案！2タイプの日やけ後対策商品

患部の冷却に！

クールショット®（医薬部外品）
価格：924円（税込）

デンタルクリーム（第2類医薬品）
価格：819円（税込）

【効果・効能】
歯肉炎等による歯痛、歯槽膿漏、
虫歯、歯根炎、口内炎、口角炎

局所麻酔成分配合の「デンタルク
リーム」は、つらい痛みの歯痛、
歯槽膿漏に直接働きかけます。

※�直近1年以内の乗物酔いの経験は、大人の24.0％に比べ、こど
も（7～14�歳）は75.8％と3倍以上（N=504�森下仁丹調べ）

パンパス軟膏（第2類医薬品）
価格：1,344�円（税込）

ポード（1本入り）
価格：420円（税込）

学童用ポード内服液（2本入り）
価格：630円（税込）

患部の炎症、
やけどを治療！

新ラインアップ 新ラインアップ

メディケアⓇシリーズから2タイプの日やけ後対策商品が登場！
『クールショット®』（医薬部外品）
『パンパス軟膏』（第2類医薬品）

2013年4月1日（月）より全国のドラッグストアで発売

スマホ・携帯・PCなどをよく使う方へのサプリメント

『スマフォサ
・

プ
・

リ
・

』（医薬部外品）
2013年4月1日（月）より全国のドラッグストアで発売

「スマホアプリ」
ならぬ

つらい痛みの歯痛、歯槽膿漏に
鎮痛成分と殺菌成分のW処方の軟膏が登場！
『デンタルクリーム』

2013年4月1日（月）より全国のドラッグストアで発売

必要な時にすぐ飲める液体タイプの乗物酔い対策商品

「ポードシリーズ」に
新たに「1本入り」と「学童用」を追加
2013年4月1日（月）より全国のドラッグストアで発売

・飲みやすいイチゴ風味
・�大人より乗物酔いが多い※こどものた
めに、1�本飲みきりタイプにしました。

「1本でいいから価格を抑えたい」
「携帯性を考えると1本が便利」
「1本だけすぐに欲しい時がある」

➡
お客様の声に応え1本入りを新発売

7
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《第45回市村産業賞にて
	「多層シームレスカプセル化技術の開発」が〈功績賞〉を受賞》

このたび弊社の「多層シームレスカプセル化技術の開発」において、公益財団法人新技術開発財団が主宰する「第
45回市村産業賞」の功績賞を受賞しました。「市村産業賞」は、優れた国産技術を開発することで産業分野の発展
に貢献・功績のあった技術開発者またはグループに贈呈されるもので、弊社を含めた功績賞３件と、貢献賞５件が
選ばれました。

　弊社は、「銀粒仁丹」の製造で長年蓄積した「内容
物を薄膜で包み保護する」技術を、継ぎ目のないシー
ムレスカプセル製造技術に昇華させ、研究を続けて
まいりました。そして、水溶性物質のカプセル化や
胃で溶けず腸で崩壊する耐酸性シームレスカプセル
の開発にも成功し、「多層シームレスカプセル化技術」
の基盤を完成させ、従来の食品、医薬品分野以外の
応用として「人工種子カプセル」、「シロアリ駆除カ
プセル」、「レアメタル回収カプセル」等を見出した
業績に対して評価いただきました。

　「Ravis®目もとパックシート」は、「Ravis®シリーズ」の従来商品「目も
とうるおい浸透シート」に配合している3つの保湿オイル成分、「コエンザ
イムQ10（ユビキノン）」、「ビタミンA（パルミチン酸レチノール）」、「ビ
タミンE（酢酸トロフェロール）」に加え、保水力に優れる「ヒアルロン酸（ヒ
アルロン酸Na）」を新たに配合してリニューアルした新商品です。また、
女性が気になる口もと用に「Ravis®口もとパックシート」も同時発売します。

Ravis®目もとパックシート
10枚入り（5セット）
価格：473円（税込）

人工種子カプセル シロアリ駆除カプセル レアメタル回収カプセル

《多層シームレスカプセルの新規分野用途開発》

Ravis®口もとパックシート
10枚入り（5セット）
価格：473円（税込）

新たにヒアルロン酸※配合でリニューアル＆口もと用も新発売!!
『目もとパックシート』
『口もとパックシート』

2商品を2013年4月22日（月）より全国のドラッグストアで発売
	 ※ヒアルロン酸Na

森下仁丹のシームレスカプセル技術の進化の概要
第１世代 第２世代 第３世代 第４世代 第５世代

構造 ２層親油性 ３層親水性 ３層懸濁粉末 ４層カプセルイン
カプセル

バイオカプセル

特徴 内部に親油性
の溶液を封入

３層にすること
で皮膜との間に
親油性溶液を挟
み込める。その
ため最内部に親
水性溶液を封入
できる

油性溶液に懸
濁した休止菌
体を封入でき
ることを確認
した

徐放性を改良。
皮膜素材を変え
ることで外側が
口で溶け、内側
が胃で溶けると
いった時差を作
り出せる

カプセル内で
微生物を培養
したり、動植
物細胞を封入
できることを
確認した

8
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会社概要（平成25年6月27日現在）

（注）� �監査役のうち澤田侚己、石原真弓の両氏は、会社法第２条第16号に定める社外監査役であります。

役　員
代表取締役社長 駒　　村　　純　　一

取締役名誉会長 森　　下　　美 惠 子

取 締 役 武　　貞　　文　　隆

取 締 役 上　　村　　秀　　人

監 査 役（常勤） 高　　橋　　優　　夫

監 査 役 澤　　田　　侚　　己

監 査 役 石　　原　　真　　弓

常務執行役員 高　　田　　真　　一

執 行 役 員 目　　黒　　一　　夫

執 行 役 員 森　　下　　雄　　司
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株価（円） 出来高（千株）

株価および出来高推移

商 号 森 下 仁 丹 株 式 会 社
MORISHITA�JINTAN�CO.,�LTD.

資 本 金 35億3,740万円
事業の内容 �医薬品、医薬部外品、医療用具、化粧品、食品および雑貨等の製造販売
事業所および工場
本 社 大阪市中央区玉造一丁目２番40号 電話（06）6761－1131（代表）
大阪テクノセンター 大阪府枚方市津田山手二丁目11番１号 電話（072）800－1040
滋 賀 工 場 滋賀県犬上郡多賀町大字四手諏訪960番地12 電話（0749）48－7370
長 浜 工 場 滋賀県長浜市小野寺町字下寺70番地７ 電話（0749）74－8500
東 京 オ フ ィ ス 東京都千代田区神田富山町10番地２　アセンド神田ビル6F 電話（03）6206－8138
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株 主 メ モ

事 業 年 度 末 日 ３月31日
期末配当金受領株主確定日 ３月31日
中間配当金受領株主確定日 ９月30日
定 時 株 主 総 会 毎年６月
公 告 の 方 法 電子公告（http://www.jintan.co.jp）

ただし、事故その他やむを得ない事由によって電子公告により行うことができない場合
は、日本経済新聞に掲載して行う。

金 融 商 品 取 引 所 株式会社大阪証券取引所　市場第二部
株式会社東京証券取引所　市場第二部

株 主 名 簿 管 理 人 東京都千代田区丸の内一丁目４番５号
特別口座口座管理機関 三菱UFJ信託銀行株式会社
同 連 絡 先 〒541-8502　大阪市中央区伏見町三丁目６番３号

三菱UFJ信託銀行株式会社　大阪証券代行部
　電話（通話料無料） 0120-094-777

【 お 知 ら せ 】 1. 株券電子化によるご注意
　⑴�株券電子化に伴い、株主様の住所変更、買取請求その他各種お手続きにつきましては、原

則、口座を開設されている口座管理機関（証券会社等）で承ることとなっております。口
座を開設されている証券会社等にお問い合わせください。株主名簿管理人（三菱UFJ信託
銀行）ではお取り扱いできませんのでご注意ください。

　⑵�特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、三菱UFJ信託銀行が口
座管理機関となっておりますので、上記特別口座の口座管理機関（三菱UFJ信託銀行）に
お問い合わせください。なお、三菱UFJ信託銀行全国本支店にてもお取次ぎいたします。

　⑶�配当金の口座振込のご指定につきましても、お手続きは口座管理機関（証券会社等）を経
由してお届けいただくこととなりました。振込指定のお手続きにつきましては詳しくは口
座を開設されている口座管理機関にお問い合わせください。

　⑷�未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行全国本支店でお支払いいたします。
2. 配当金計算書について
　�配当金の口座振込をご指定の方と同様に、「配当金領収証」により配当金をお受取になられる
株主様宛にも「配当金計算書」を同封いたしております。配当金をお受取になった後の配当
金額のご確認や確定申告の資料としてご利用いただけます。
　�なお、株式数比例配分方式を選択されている株主様におかれましては、詳しくは口座を開設
されている口座管理機関にお問い合わせください。
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